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岡地学第 27号( 1974 ) 

あ

* 

は発足以来すでに 10年をあゆみ続けることができた口筆去は

、してきたが、これまでの本会のあゆみ拭会員諸氏の協力はもちろんのこと、

め、 の応、援の力が大であることを痛感している O 改めてこれらの方々に

である O )をふり返ることが今後の

ら の一部をお

員会をはじ

の意、を表する次

なれ

いである O 内

の今までの足跡(次官から

の者15介でギなものに止め、 は簡略化してあ号、敬称はすべて略させていただ

いた O 以下に本舎の現状と過去について、そのいくつかを諮ってみる O

員について 100名台でスタートした会員は現在 30む名台に定着した感じがするが、県下の学校数が

1，000校近くあり、現会員中県外の方が 20数名であることを考え合せると、まだ増加する可能性をも

ち、今後の P廷に掛っていると

について:本令をささえる

えられる O 間体会員は減少する傾向にある O

財源である会費は通去 2自の改正を行った(43年・ 47年)。現

近の諸物価上昇は本会にとってもきびしく、いわゆる泣き所とな8割台の納入率を保っているが、

っており、会員諸氏の御理解をまつ他はない。

について:例会は昭和 42年より本部から支部の行事となった O 巡検会は発会当初募集定員を大き

く上まわり、 60名定員パスを 2台として 120名としたがなお希望者があふれたことがある(第 8回)。

巡検参加者が割合少なく、計画実行に自由のきく自家用車のもちより方式を採用している O 昭

和 42年より

第 8回は日

標本領布会も

に領布したもので、

の他にも発足当初の

とし、第 1田は気象庁(42.8.28 )、第 2屈は東京天文合(43.8. 2 )、

、研究所(44.8. 6 )などで、毎回 20'""--25名参加した O 昭和 39

しよう O これは県内産の岩石標本 20穫を会員が足で集め、県内の

もつけた O このときの計画、とりまとめ等は伊藤通玄氏が中心になれこ

事務的な仕事など氏に負うところが大きい。

料について:資料は主に巡検会の案内書として作られたもので、これまで20冊を数えているO これら

のうち初版だけのもの(必 2.6. 8. 10. 13. 15. 16. 20. 21. )もあるが、必1.のように 7版を重ねたもの

もある O この中には改訂版もあり、特別事業として発刊()鉱 10)したものもある O

について:現在 27号となった会誌は約 50の各県の朋友会、その他に寄贈しており、今までに掲載

された研究報告だけでも 100篇を裕に越えている O 会誌の印刷はオフセット印刷である O

会誌の表紙について:うす緑の表紙色は本県特産の茶に菌んでいるが、この表紙に「静岡地学Jと書か

れている O これは本会初代会長であった故佐々倉航三先生の筆になるものである O 先生が他界された

のは昭和 41年 1月 7日で、了度第 5田野外巡検(鳳来寺山方面)のときで、巡検 2日自の早朝悲報を

きいた O あのときからもう 9年になるが、独特の風格をもった先生(佐々倉会長については会誌第 5

に詳しい)のことがらは、筆者にとってもこの文字をみるたびになっかしく思い出される O 先生は

毛筆をこよなく愛され、創立当時の会誌発送にあたっては、筆者のもたもたした仕事を見兼ねて、会

長自ずから毛筆で宛名書きをされたこともしばしばあった O

* 事務局・静大教育学部
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結成大会(於静岡大 地学教室)6月28日

年 ぷ:，.

= 

。閣僚インド洋調査に参加して 土隆一(静岡大)
39 1 

。:記念講演

0:一般講演年|第 1回年会、総会(静岡市 婦人会舘)11 fJ 14日

度 I(Q)富士山の気象 藤村郁雄(富士山測候所〉

40 1 

。国子浦砂丘に関する研究 小)11

(芳斗学的思考の広まりと深まりを求めて 百瀬光二

第 2回総会(静岡市 中央公民館〉

Oダム地点の選定と地質調査

第 2回年会(静岡市中央公民舘)11月 6自

中山潔(静関大)

年 i網谷文雄(静縄大)5月 29日 O小学校における天文教育 加藤智雄

度

41 

年

E芝

O県閤部の岩石老)11寿太郎

0富士山間南麓の地質、地下水

O太田川における河)11繰 飯田弘治

第 3毘総会〈静岡 )5月28日|第 3周年会(静岡市産業会館 高校理科教育

山帯の活動 鮫島輝彦(静大)I研究会射器) 11月 12日 1印名

映画:鉱床 I(Q)太平洋の海底 星野通平(東海大)

;ジニ乙ミニ 8号ドッキング 10先輩の宇宙観と天体指導 新村光

におけ

0駿河湾と遠チl1i撃の海浜堆積物

O静浦山地の地質 高橋豊

説明の補助教具 高橋文雄

ぷ;，..
ヱ工

き壬プ
'"阜、

会誌創刊号 11月発行(18頁)

第 2号 2月発行(24頁)

第 8号7月発行(40頁)

第 4号 10丹 I! (31頁)

第 5号 2月 11 (43頁)

第 6号 7月発行(20頁)

第 7号11月グ(30真)

第 8号 8月 11 (28頁 )

第 4回総会(静岡

5月 27日 1印

第 4四年会(浜松市児童会館 )10月 28日 !第 3号 6丹発行( 26頁)

の現状と将来 鮫島輝彦(静大) I第 10号 10月 11 ( 30頁)

。地球 (静大)10雲形についての教材研究 接井高 |第 11号 2月 11 ( 30頁)

42 1 映画:美しい関土

年 !OESCPを実践するために 山下敏也

度

第 5回総会(静岡

8月 l日 70名

竹内正辰〈静大〉

43 I 本県産主要鉱物展示

年

震

0地形教材の取扱 j仁川光雄

0地震額面留を用いた地史の指導 指田和夫

第 5酪年会〈

11月 16日 55名

と.tt品質構造綾 田中元之進

の小火山群

の気象 山崎誠

O三万原台地の地質構造と権積相 吉橋義彦

O天体写真のとり方新}II稔

0静岡地方における地震活動 について

銀問孝

遠州灘の海浜砂操

- 12 
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巡 設 之32LZ 新j ぷヱ~ 資 料

第 1田 日本平 11丹 15日 Jfa 1. 日本玉子、有渡山とそのおい

案内 土器一〈静大)40名参加 たち 11月

第 2回鳳来寺山周辺 1月 6、 7B ぷ話2易 黒田端部~議来寺山一帯の

案内加藤芳朗(静大)60 地繋 1月発行

第 3田牧ノj京、御前掲罵辺 5月 30日 第 1回例会(静聞大)8月世話 Jfa 3. 牧ノ原台地の地影地震とそ

案内土龍一、橋本隆夫 120 。静悶県の河)11機 伊藤通玄 のおいたち 5J:! 

第 4回 山周辺 11月 7B 40 鮫島輝彦 Jfo.4. 静隣県の主要荷JII擦
案内 伊藤通玄著 9月

第 5田 県西部~思来寺山周辺 l月 8、 7日 必 5.

案内 加藤芳朗、伊藤通玄 50 伊藤通玄 12丹

第 6田由比、 5月 29B (三島北高) 高 6. 岩石教材関作製の手びき

案内小}II賢之輔、野 40 5 

第 7回 可躍丘稜、二俣地域及峯の沢蘇山 8月 25自 J16. 8. 天竜}II流域の地学案内

11月 13、14日加藤芳朗 40 第 4間例会( 中学校)8丹25B 加藤芳 11月

第 8国北伊豆地 域 12月 26、z7日 。地学教官のねらう企こ λ 竹内1下院 Jfo.9. 

伊藤通玄

第 5問例会 主島、沼津、田方、 10月 29日〈三三島北高) 第 6問例会 (静関市産業会館)

70 12 fI 3自 170

第 7回例会(浜松域北小学校)2丹4B 0字詰と地球 鮫島 50 する最近の話題 和達清夫

の開発と災害 中野尊正第 8回例会(静大)2月 8日

星野写真のとり方 60 

第 9回

第10回

5月28日 60 案内

8月 26臼

案内 30 

第11田浜名湖周辺 10月29日案内

第沼田南伊豆地域 12月 26、27日

案内 岩檎縁、黒田鹿

第13由井)11、畑薙地域 6f12B案内

の地下構造とそのおいたち 土隆一

第 9問例会( ) 8月 10B 

午前小室、江ノ浦、千本浜パス巡検伊藤、高

午後岩石簿片、顕穀鏡講習小}II、鮫島 100

必 10 静岡県の気候

佐

必11

今回より例会は東$，恩各支部行事となったo I 鮫島輝彦著 5月

アンデス学術調査報告{中部静岡市 12月 9日|必12 浜名湖周辺の地学案内

土、和田、高様、杉本{西部浜松市 1月27日; 伊藤通玄著 10月

の各隊員 L東部沼津市 2月 17自

東部備会(溶津文イヒ会館)8月 19臼 J鉱13 静崎県の鉱床と鉱物

14田長野県和田峠 8月 26、27日 ρ I ESCP講習会 沢田藍彦 13 竹内正辰著 5月

コ 15四箱根火山 11月 17日 // I 西部卸会(浜松親塚中)10月 26日 40 

~ 16回佐久間地域 1月 6自案内加藤芳朗 i簿片、スンプ作製講習会伊藤通玄

中部例会(静時橋高)11月 初 日 31

天体観挺会薪)11稔

- 13-

必 14 安倍}II涜域の地学案内

5月

Jfo.15 県北西端の中央構造替周辺

の地質加藤芳朗著 12月

点 5改題改訂叛

岩石・鉱物・化石検鏡試料

作製の手引

小JII賢之輔著 8f1 
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第 5沼総会(

5月24日 50

441@ニュージ…ランド地質見学

年 i鮫島輝彦(静大)

度 i ニュージーランド産鉱物展示

第7回総会(静関大教育学部)

5月248ω

。静岡県の山地災害について

45 I 器矯敏(静大)

年 I@月の岩石および鉱物

度 i 久域育夫(東大理学部)

第8回総会(静岡大教養部)

5月30臼 75

。商関太平洋の自然、 黒田直(静大〉

度

年 L;恥= A = 
第8四年金(静関市中央公民館) 10月25日65I第 14、15号7月発行 C'Zl貰)

Oヨーロッパの地学旅行 土隆一(静大第 16号 10月発行 C51頁 )

0天文教材のとり扱い方 鈴木厳

0有孔虫による躍位特守研究 茨木雅子

O子供と教部の共開研究 加藤智雄

0静岡県の地すべり 北JII光離

0粘土について

O探と団塊のずれ老JII

第7四年金(浜松市民会館)10月25日

。遊山帯のしゅう出構造徳山明(静大〉

O土の話

のずれ老)11寿太郎

0患の地方名について 春田博男

O干渉色のスベクトル

0狩野)11下流にみられる海水準の変化 高縫襲

。信士市薦問地区における気温分布 山崎誠

第 8閏年会(詔津市文化会館)11月 13日 45I第 19号 5月発行 C25頁〉

。地震の予知について 関谷樽 I (地学散歩掲載この号から)

( 気象庁第20号 11月 11 C 47頁)

0地学教青とクラブ研究 寺尾理

O御前崎付近の地形栗林沢一

第9回総会(静関大教養部)5月28日 i第 9回年会(浜松市民会館 )11月5臼 70

0沖縄の地質と自然 長島昭 I@浜名湖について池谷仙之、半

I@光渡測量による現在活動中の地殻運動10締罰)1/の自然46 I ~/u i[..A.. V"'-I~ ~- 0'0. Q，OO'" ~../L.-J...L- I f-f ~J I "-'-t.::c/I:^.~;;S:YJ I 

年| の観測 開閉淳(東大地譲研究所) 1 0天文教育について 鈴木厳

0浜北市における黒ボクについて松井孝友

O小学校における地学教育

。沖縄の地形北)1/光雄

。沖縄の海掃と堆積物
471 

I@アンデスの変成岩

年 I@アンデス山脈について 土隆一

度/@環太平洋の造山静徳山明

Oこうれん片岩について 者JII寿太郎

O谷下産ワニ生存当時の古地理

浜松北高地学クラブ野島宏ニ

O静関県の海岸 北JII光雄

C浮校行事の塘学実理鈴木藤清水窮高地学クラブ

C灘文式土器の鉱物組成 増島津

0石部錆付近の地質考察 村山武仁

48 

第 10田総会(静関大教養部〉

6月8日 70

。ニュージーランドの氷河地形

(静大)

@ソ連邦における地学の研究と教脊

土睦ー(静大)
年

度

第 10四年会(

第 17号 4月発行 C19頁)

第 18iラ10月 11 C 34頁)

第 21号 3月 11 C 39貰〉

第 22号 5月発行 C43頁)

第 23号 11月" C 66頁〉

第24号 6月発行(綿貫)

第 25号 11丹 11 C 37頁)

第 26号 8月 1/ C 26頁)

) 11月 18臼 50

。南部フォッサマグナ地域の自然災害の特徴

穂、山明(静大)

O自然災害の予知について 木宮一邦(静大)

O鉱物組成よりみた縄文中期土器の特設

0掛JII層若手堀之内層の構造について 橋本睦夫

O自倉市の結晶片岩について 者)11芳太郎

のローム震について 高橋

。私の 地 学 散 歩 長 島 昭

- 14 



巡 検 Lo，恥= 
第 17白山襲、手打沢 5月25臼

案内蒸 留 藍

第話題撞島、石)11町ベグマタイト

8月22、23日案内鮫島轄彦

第諮問丹沢地域 10丹26日

案内

日本地質学会 77年大会巡検会参加

講習会

第 I回講習会

支部部会

東部錦会(沼津)8月9B 

県東部の地質、温泉、地熱

サギノ田巡検 11月2日

案内小)11賢之轄

西部例会(天竜)8月 25B 

西鹿島の地形、 JII原の穣伊藤通玄

東部例会富士JIIIHJ巡検 11月 15野

小)11賢之輔

資 料

Jta16 伊豆半島の嬰パン石、

1月発行

必17 招良、掛JII地方の地震

10月発行土器一著第20田久根鉱山及周辺 10月24日 18月25日 20

(自家用車方式) 案内 鮫島輝彦 i堆積物の粒度、 伊豆七島の地質 2月初日 鮫島輝彦 IJta18 富士山の地学案内

第 21回大井川涜域 12月27日

(島家用車方式) 案内 徳山明

中部例会 由比町巡検 11丹7自 10月発行

案内 岩矯鍛 i必20 砂岩、機岩の形懇粒震

第 22田箱摂火山 11月 14B 55 

案内鮫島、伊諜通玄

第 23回天竜~蟻来寺山周辺

1月 6、 7日 25

案内 加藤芳朗、伊藤通玄

(自家用車方式〉

第 24回浜岡町周辺及原子力発電所

工事現場克学 1月21日 34

案内土隆一

諒山明 i静岡地方気象台晃学 2月 13日 30

静岡大)1西部例会〈浜松競境中)11月 21詩

ヨーロツパ旅行土騒 20

第 2回講理会

8}j 25 B 

検出法 20 

と

指導油谷的之

(会場

東部例会 11月 8日自然歩道調査

12}j 5日 ρ

2月 6日 ρ

3月12日

11月23日

2月11日

// 

/ノ

11 

西部例会 10月31日 /: 

2月19日浜松鶴候所見学

第 3田講習会 i東部例会 10月22日富士周辺巡検

の初 6月11日自然歩道調査

歩 10 8月25B 下部周辺巡検

指導 黒田直 丹11日南部フォッサマグ

(会場 静関大)I ナ巡検会

8月28日 !中部例会 2月11日自然歩道調査

第 25国新議根、佐久間、水窪各ダム 18月 25日 i東部供会 5月20白南部フォツサマグナ

見学 8月 16、17日 12 1第4回講習会 i 巡検会

案内梶谷文錐 iソピ、エト吉生物 8月 4日 か

第 26回岐阜、赤坂、瑞浪、愛知、顕|展見学と生物のi中部例会 7月14日古生物展見学

戸地域 12刃26、27、28日 i進化について

案内池谷仙之 13 I指導池谷伯之

(自家用車方式〉 (会場三保文

fヒラントL静関〉

15 -

の解析 8月

徳山明著

必19 箱根火山の地学案内

ぷ忘れ

の採集と検出法

8月発行 池谷仙之著



名

∞
内。

200 

39 40 41 42 43 44 45 46 47 48年鼓

収入推移

万円
40 

正会員

30 

20 

10 

39 40 41 42 43 44 45 46 47 48年度

創刊号発刊のとき、先生に静岡地学という σコ をお願いしたのであるが、 は小さな紙切れ

さったo )を[うまく書けないよJと少声で言われながらさし

をのぞかせてなつかしいが、このときの原稿は今も保存しである O

は新聞の折込広告の

出されたO これも守:牛の

こうして牛一れた も創刊号と

細い線が消えたり、角が丸くなったりしている O 印制のくりかえしによる変化であろうが、 落

くらべると少し変化しているのに気付く O 。コ

ちついた感じがする O この文字の変化をみていると、そのまま本会同年のあゆみを示しているように

も見えてくるが、気のせいであろうか O とにかく着実に歩を進め、独特の風格ある静岡県地学会に発

するよう念願してやまない O

静岡大学中央閣議館

静間県立中央臨書館

静鶴地方気象台

浜松測候所

富士山測候所

静岡県混泉読会(静岡県温泉協会報〉

臼本地学教育学会(地学教育〉

日本理科教青協会(理 科〉

野本地学研究会 (地学研究〉

秋田地学教育学会(秋田地学)

平地学問好会(平地学問好会報)

新潟県地学教育研究会(地学教育研究会誌)

長野県地学会(長野築地学会報)

石)II!築地学教育連絡会(石と)11) 

愛媛地学会(愛媛の地学)

鹿児島地学会(鹿児島地学会誌)

奈良県地学教育研究会(大和地学)

このほか県教育委員会、各市教育委員会など合計訪問鉢

良普

11 

東京教育大理、地質鉱物学教室

か 地理学教室(地理学研究報告〉

大阪白熱科学研究会 (Nature S tudy ) 

長埼県地学会 (長時県地学会誌)

京都地学教育研究会 (京都地学)

京都地学同好会 ( 

北海道地学教育連絡会(郷土の科学〉

神奈川地学会 (神奈JII地学〉

山口地学会 (山口地学会誌〉

横須賀市博物館(博物舘研究報告・雑報)

熊本地学会 (熊本地学会誌〉

(山梨地学)
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